
第47回定時株主総会継続会
その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

計算書類の「個別注記表」

（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

上記の事項につきましては、法令及び当社定款第15条第２項の規定に基づ
き、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載してお
りません。
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個 別 注 記 表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

1. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法
① 満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）
② その他有価証券 市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定しております。）

市場価格のない株式等
移動平均法に基づく原価法

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
総平均法に基づく原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げの方法によっておりま

す。）

2. 固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産 定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は
除く。）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び
構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ３〜50年
機 械 装 置 ８年
工具器具備品 ２〜20年

また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却
可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均等償却する方
法によっております。

（2）無形固定資産 定額法
ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用

可能期間（５年）による定額法によっております。

（3）長期前払費用 定額法
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3. 引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可
能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

（2）賞 与 引 当 金 従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給対象期間
に応じた支給見込額を計上しております。

（3）役員賞与引当金 役員に対して支給する賞与の支出に備えるため、支給対象期間に
応じた支給見込額を計上しております。

（4）システム障害対応費用引当金 情報システムの障害に伴う関連費用の支出に備えるため、合理的
な見積額を計上しております。

（5）退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付
債務及び年金資産の見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりであ

ります。
① 退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末

までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっ
ております。
② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内

の一定の年数（５年）による定額法により費用処理しておりま
す。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平

均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按
分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しておりま
す。

（6）役員退職慰労引当金 役員退職慰労金として、内規に基づく必要額を計上しております。
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4. 収益及び費用の計上基準
当社では、美容室向けの頭髪用化粧品及び医薬部外品の製造、販売事業を行っております。
顧客との販売契約において、受注した製品及び商品を引き渡す義務を負っており、これらの履行義務

を充足する時点は、通常、製品及び商品の引渡し時であることから、当該製品及び商品の引渡し時点で
収益を認識しております。
これらの収益は、契約に定める価格から値引き及びリベート等の見積額を控除した金額で算定してお

り、重大な戻入れが生じない可能性が非常に高い範囲でのみ認識しております。
なお、取引の対価は、製品及び商品の引渡し後、概ね１か月以内に受領しております。

5. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
控除対象外消費税等の会計処理
資産に係る控除対象外消費税等は、当事業年度の費用として処理しております。
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（貸借対照表に関する注記）

有形固定資産の減価償却累計額 3,753,908千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）

1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首
株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当事業年度末
株 式 数

普通株式（株） 32,934,663 − （注１）2,103,200 30,831,463
（注）１．2026年３月27日付で普通株式2,103,200株の自己株式の消却を行っております。

２．2026年４月１日付で普通株式1株につき1.05株の割合をもって株式分割を行っており、2026年４月１日現在の発行済株
式総数は、32,373,036株となっております。

2. 自己株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首
株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当事業年度末
株 式 数

普通株式（株） 5,185,201 （注１）1,424 （注２）2,103,247 3,083,378
（注）１．普通株式の自己株式の増加1,424株は、単元未満株式の買取請求によるもの1,424株であります。

２．普通株式の自己株式の減少2,103,247株は、単元未満株式の売渡請求によるもの47株、自己株式の消却によるもの
2,103,200株であります。

３．2026年4月１日付で普通株式1株につき1.05株の割合をもって株式分割を行っており、2026年４月１日現在の自己株式
数は、3,237,546株となっております。

3. 剰余金の配当に関する事項
当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額 １株当たり配当金 基 準 日 効力発生日

2025年６月20日
定時株主総会 普通株式 554,989千円 20円 2025年３月31日 2025年６月23日

基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり
配 当 金 基 準 日 効力発生日

2026年６月19日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 554,961千円 20円 2026年３月31日 2026年６月22日
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（税効果会計に関する注記）

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
役員退職慰労引当金 257,717千円
賞与引当金 98,544千円
減価償却超過額 82,488千円
退職給付引当金 15,726千円
未払事業税 34,997千円
その他 25,134千円

繰延税金資産の合計額 514,608千円

繰延税金負債
資産除去債務 △46,046千円
固定資産圧縮積立金 △31,256千円
その他有価証券評価差額金 △182千円
その他 △2,028千円

繰延税金負債の合計額 △79,513千円
繰延税金資産の純額 435,094千円
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（金融商品に関する注記）

1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社では、研究開発や工場設備への投資、コンサルティング・セールスを展開する営業体制の強化等に
備え、必要となる資金を柔軟かつ機動的に確保できるよう留意しております。したがいまして、原則とし
て期間が５年を超える長期の金融商品での資金運用は行わず、超短期（１年以内）、短期（１年超３年以
内）、中期（３年超５年以内）を中心に資金を運用する方針であります。また、期間５年超の金融商品で
の運用は、社内稟議や取締役会での決議を要する等、実施までに十分な検討を加えることとしておりま
す。
一方、資金調達については対象となる投資等の規模や目的、時期等を十分に勘案し、資本市場や金融機

関からの調達を検討することとしております。

（2）金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
① 営業債権（売掛金等）

営業債権については、得意先の信用リスクが伴います。そのリスクを回避するため、次のような体制
を導入しております。
（イ）期日までに入金が確認できない得意先については、入金が確認できるまで出荷を一時停止する等

して対処する。
（ロ）一定水準以上の営業債権を有する得意先への販売を行う場合は、社内の与信管理規程に基づき、

当該得意先への販売状況や過去の入金状況、今後の回収見込み等を十分に勘案し、社内稟議を経て販
売するか否かを決定する。

② 有価証券及び投資有価証券
有価証券及び投資有価証券については、発行体の信用リスクや価格変動リスク等が伴います。そのリ

スクを回避するため、次のような体制を導入しております。
（イ）有価証券（短期資金）については、定期預金や短期運用商品等のうち、比較的安全性の高い金融

商品へ投資する。
（ロ）投資有価証券については、社内に「有価証券投資運用基準」を定め、業界の情報収集や得意先
（非上場会社）への出資等、事業内容に照らして必要と判断する範囲内で投資する。

③ 営業債務（買掛金、未払金等）
営業債務については、大部分が期間が３ヶ月以内の短期債務ですが、期日内での支払いが実行できな

いリスクが伴います。そのリスクを回避するため、各部門からの報告や取締役会の決議、社内稟議の決
裁状況等の情報を社内のイントラネット等でタイムリーに把握することで、あらかじめ必要となる支払
資金を短期運用商品等の流動性資金を中心に確保する体制を導入しております。
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（3）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することに

より、当該価額が変動することもあります。

2. 金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。
なお、市場価格のない株式等は、次表には含めておりません（（注）1 参照）。また、「現金及び預金」、

「売掛金」、「買掛金」、「未払金」、「未払法人税等」については、現金であること、及び短期間で決済される
ため時価が帳簿価額に近似するものであることから、注記を省略しております。

（単位：千円）
貸借対照表計上額 時価 差額

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 250,000 243,946 △6,053

その他有価証券 1,002 1,002 −

資産計 251,002 244,949 △6,053

（注）1. 市場価格のない株式等
（単位：千円）

区分 貸借対照表計上額

非上場株式 31,614

上記については、「有価証券及び投資有価証券 その他有価証券」には含めておりません。
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（注）2. 金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超５年以内 ５年超10年以内 10年超

現金及び預金 6,050,705 − − −

売掛金 1,657,928 − − −

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 50,000 100,000 100,000 −

合計 7,758,634 100,000 100,000 −

3. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時

価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算

定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。



9

（1）時価で貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

その他有価証券

株式 1,002 − − 1,002

資産計 1,002 − − 1,002

（2）時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券

社債 243,946 − − 243,946

資産計 243,946 − − 243,946

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券
上場株式及び社債は相場価格を用いて評価しております。上場株式及び社債は活発な市場で取引されて

いるため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
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（収益認識に関する注記）
1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は美容室向けの頭髪用化粧品及び医薬部外品の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメ
ント情報の開示は行っておりませんが、売上高の内訳は以下のとおりであります。

区 分
当事業年度

売 上 高
（千円）

構 成 比
（％）

ト イ レ タ リ ー 7,295,637 71.2

整 髪 料 2,042,157 19.9

カ ラ ー 剤 241,265 2.4

育 毛 剤 476,395 4.7

パ ー マ 剤 105,738 1.0

そ の 他 84,631 0.8

小 計 10,245,826 100.0

売上高控除 △641,795 −

合 計 9,604,030 −

2. 収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）4.収益及び費用の

計上基準」に記載のとおりです。
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3. 当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）
当事業年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 1,574,566

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 1,657,928

契約資産（期首残高） −

契約資産（期末残高） −

契約負債（期首残高） −

契約負債（期末残高） −

（2）残存履行義務に配分した取引価格
該当事項はありません。

（１株当たり情報に関する注記）

1. １株当たり純資産額 414円84銭
2. １株当たり当期純利益 49円27銭

（注） 当社は、2026年４月１日付で普通株式１株につき1.05株の割合で株式分割を行っております。
当事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり情報の各金額を算定しております。

（重要な後発事象に関する注記）
（株式分割）

当社は、当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げることにより、株式の流動性の向上と投資家層の拡大
を図ることを目的として、2026年１月30日開催の取締役会決議に基づき株式の分割を行ったため、2026年
４月１日付をもって発行済株式の総数が1,541,573株増加いたしました。
当該株式の分割の内容は、以下のとおりであります。
（1）2026年４月１日付をもって、普通株式１株を1.05株に分割する。
（2）分割の方法

2026年３月31日を基準日として、同日最終の株主名簿に記録された株主の所有株式数を、１株につ
き1.05株の割合をもって分割する。

なお、１株当たり情報に及ぼす影響は、（１株当たり情報に関する注記）に反映されております。


